
【参考】金ケ崎町の地域づくりと生涯教育の変遷

生涯教育 地域づくり 時代背景

Ｓ54～Ｓ63

➢生涯教育センター整備

➢町民総合大学等の学習機会の提供

➢自主学習グループの育成

➢自治会組織の結成（既存集落の再編成）

・これまでの基礎集落を、歴史的、産業的繋がりから一定の人口規模で再

編成

➢生活圏の枠組みの整備

・地域の枠組みを地区生涯教育センターあるいは小学校を基準に６つの１

次生活圏に編成

➢岩手中部（金ケ崎）工業団地操業開始

➢東北新幹線水沢江刺駅開業

Ｈ１～Ｈ10

➢森山運動公園、図書館等の整備

➢平和国際交流の町宣言（中国・長春市、アメリカ・アマースト町）

➢田園環境保全の町宣言

➢生活環境の向上を目指した地域づくり

・上下水道、道路等の生活環境改善に向けた行政への要望

➢地域づくりを担う各種団体の解散や縮小

・ニーズの多様化や若者（現在の50歳代）の不在による団体の縮小

➢グローバル化の進展

➢インフラ（役場庁舎、上下水道、道路、宅地開発）等

➢関東自動車工業株式会社（現　トヨタ自動車東日本株式

会社）　移転操業

Ｈ11～Ｈ20

➢城内諏訪小路伝統的建造物群保存地区の国選定

➢自主企画講座、地域づくり大学

※地区生涯教育センターからの正職員引き上げ

➢自立のまちを目指した協働のまちづくり

・町の財政状況の悪化、職員不足を背景とする地域協働

・住民と行政の協働によるまちづくり提言

・岩手地域づくり大学・かねがさき校の開校による協働の意識醸成

➢三位一体改革、財政健全化法の施行による財政の健全化

➢リーマンショック

➢金ケ崎駅、町民菜園パーク、金ケ崎温泉・西光荘　開所

➢岩手インターハイ開催

➢シルバー人材センター設立、生きがい交流センター等の

整備

Ｈ21～

➢鳥海柵跡の国史跡への指定

➢金ケ崎要害歴史館、軍馬の郷六原資料館等の整備

➢「３育（子育・食育・地育）」を進めるための生涯教育の推進

➢英語教育、子ども育成基本条例

➢町民劇場　旗揚げ

※今後の生涯教育のあり方検討

➢地域づくり計画に基づく地域活性化

・自治会毎の強みを生かした中期的な計画に基づく地域活性化

➢生活圏を単位とした地域活性化

・地区生涯教育センターに設置した地域活性化委員会による生活圏単位の

活性化や課題解決

➢東日本大震災

➢国道４号の４車線化延伸

➢地方創生

これから

➢青少年、成人、高齢期の生涯教育の推進

・家庭、地域、学校、行政が連携し、地域全体で子どもを育む環境整備

・次代を担う青少年の育成を支え、社会活動に参画できる環境整備

・健康で自立した生活や、豊富な技術や知識を地域社会に伝える環境整備

➢地域づくりを支える生涯教育

・生涯を通じて自らを高め、生きがいを持ち健康で暮らし、郷土の歴史や

文化の継承など、人と人とのつながりが広がる地域づくり

➢推進体制の再構築

・中央生涯教育センター、地区生涯教育センターを学習の拠点施設とし、

その推進に必要な機能の整備・充実

➢人口減少を前提に、将来も持続可能な地域づくり

・自治会内あるいは周辺自治会で補完し合える仕組みづくり

・地域を包括的に見て、現在の人口等に応じた柔軟に変化できる仕組みづ

くり

・地域の実情に応じた柔軟な行政側の制度の変更

・地区生涯教育センター、中央生涯教育センター機能の整備

➢団塊の世代や将来を担う若い世代が活躍できる地域づくり

・65歳から74歳の前期高齢者が活躍できる仕組みづくり

・若者や女性等が活躍できる目的型の団体やサークル等の育成

➢日本全体が急激な人口減少

➢さらに加速するグローバル化

➢団塊の世代が後期高齢者になる2025年問題

※生涯教育や地域づくり等に関係する主な出来事、政策等を記載したもの


